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れ らへ の 各種治療法例えば 化學療法 ， 聯醉な どの 意義を

明 か に し て ，そ の 療法 の 具體的基準 を 研究中．

　6．　正 常及 び 異常虹娩褥時並 び に 上 記各種病態の 代謝

の 特異 性 の 上 に た っ て，そ れぞ れ の 適切 な 榮養法 を研究

中．特に，蛋白質 に お い て は ，量 の みな らず，チ ス チ

ン
， メ チ オ ニ ン な どそ の 質 にっ い て も研 究中

102．胞歌奇胎及び絨毛上 皮腫の 悪 性度に關す る

研 究

　　　 （東 大）
罪

河合信秀 ，木下　佐，池川重 徳，

　　　　　　　　小 林賀雄 ， 丸 山正義 ， 新谷昇治

　 1． 研 究 目標

　絨毛 上 皮 腫 （絨百重）及 び本症 と最 も密接な 關係を有す

る胞状奇胎 の 惡性度 の 檢討を目的とす る．

　 2． 研究方 法

　 剔 1簸 し た 胞状奇胎及 び 絨腫 を　Zenker ，フ ォ ル マ リン

及 び ア ル コ
ー

ル 固定 して こ れ に各種染色 を施 し，主 と し

て 病集周圍 の 子宮筋層内閉鎖血管：壁の 變化を病理 形態學

的 ， 組織化學的 に 檢索 す る と と も に ， 奇胎嚢胞液，黄

體嚢鍾液及 び 手術前後の 」虹中並 び に尿中各種 ホ ル モ ン

（Estrogene （E ），Pregna 皿 edlol （P ），17−KS ，　Chemo ・

corticoid （Ch ），Gonadotropin （G ）） を測定 し ， 特 に

黄體嚢腫の 存否 に よる そ れらの 變動に注 目 した．

　 3． 研 究結 果 及 び考 案

　 ユ．） 奇胎 の 組織所見 上，時 に嚢胞液が 上 皮 細胞間隙 か

ら少量ずつ 絨毛間腔内に漏出して お る 場合が あ り， そ れ

ら の 部分 では漏出嚢胞液に接 して 1・ロ フ ォ プ ラ ス 1・．特

に ラ ン グ ハ ン ス 氏 細胞 の 著明 な 増殖が見 られ るが，こ の

こ とは絨毛 細胞に お け る異型的増殖 の 成因 と し て の 嚢胞

液 の 重要性を暗示す る もの ではない か と考えられ る。

　 2 ＞ 正常妊娠乃至胎盤 ポ リ
ープ などの場合 に は ，

こ れ

ら血管壁 の 空胞化傾向， 奇胎の 場合 に は 空胞化 並 び に ン

ィ ブ リノ イ ド膨化が見 られ，こ れ に反 し絨腫 の 場合には

こ れ ら變性の 修復像が 見 られ る．こ れ らの變化は 奇胎で

は鑛質 Corticeid
， 絨睡 で は 糖質 Corticoidが そ れ ぞ

れ 相蜀的，局部的 に増量 して い る た めと推定 ttTれ ，
　 D 　O

CA ペ レ ッ トを人子宮腔 内に插入 した 場合 ， 周邊1位管壁

に 奇胎 と殆 ど 同様な 組織像が 見 られた こ とは ， 該推定 の

妥當 な こ とを裏苦 きす るも の と考えられ ． ま た こ れらの

所見 は絨腫 の 診斷及び豫後判定上 か な りの 價値が あ る よ

う に思 わ れ る．

　 3） 尿 中並 び に 血 中ホ ル モ ン値 は黄體嚢腫の 有無に よ

つ て 左右 さ れ，嚢 1重を 有す る奇胎で は P が 多 く，Fried −

man 反應とともに長期 に わた っ て徐 攻 に陰性化 す る，

1T−KS は嚢腫 の 無い もの に低 く， 1辺は 少い 傾向 に あ る，

奇 胎 嚢胞液 中に は 多量 の G 及 び 相當 量 の E が 含 ま れ，

lT−KS や Ch も明らか に存在す る． た だ し子癇 を起 し

た例では E は 陰性 で ， 1τ一KS も低値 を 示 した． っ ぎ

に黄體嚢腫 を 合併せ ぬ E は低い 傾向 に あ り，　 P は 常 に

小數點以下を示 し ， IT・KS は 2 〜1エmgtdl の 閊で 動揺

した．

6 月 28 日 （第 3 目）

103 ，思春期 におけ 6 女子 の 成長 ， 發育と砌潮と

の 關係につ い て

　　　　　　　　　　　　　　（廣島大）　 門田顯治

　私 は 初潮發來期を中心 と した 思春期女子 の 成長 ・發育

過程す な わち骨成熟 ， 身體發育 ， 軟部組織發育 ， 成長線

發生 の 各過程 を，廣島在住女子 丁70例，岩國在住女子

932例 に つ き，つ ぎの 如 き方法 で觀察 した ．骨成熟過程

と初潮 との 開係に つ い て の 觀察に は 手 骨X 線寫真の 定期

的撮影法 を用 い ， 各個人の 初潮發來時の 骨年齡算定 お よ

び種子骨發現時期 と初潮發來期 との 關係を檢討し， 身體

護育過程 と初潮との 關係 に つ い て の 覯祭 に は，身長 b 體

重 ・肩巾 ・腰巾 を定期的測定 し，各個人 の 初潮 中心 年齢

（初潮發來 凵を 0年 とす る 年齢構成） に 基づ くそれぞれ

の 年間増加量 を檢討 し ， 軟部組織發育過程 と初潮 との 觀

察 に 濠，各個 人の 左 側 ド腿X 線寫真 の 定期的撮 影 法 に よ

るふ く らは ぎ最大部の 皮下脂肪 1曽お よび筋肉層斷面 計測

を 行い ， 初潮中心年齢 に 基 づ くそ れぞれ の 年問増加量 を

檢討した ．ま た 初潮發來ll寺期と成長線發生 時期との 關係

に つ い て も 初潮中心 年齢 に 基 づ く發生頻度 を檢討し

た ．

　成績 ：　 1）骨成熟過程と初潮 との 關係一各個人 の 初潮

は本母集團 に お い て 骨年齡 の 14歳 6 カ 月 を 中心 と して モ

の 前後 1年 6 カ月の 範園内 に發來 し，滿隼齡の 場合に み

られ る よ うな廣範圍な個人差 （木 母集 團で10歳 9 ヵ 月〜

17歳 3 カ 月 ） は 全 く消失す る．ま た 各個 人 の 初潮 は 手の

種子骨が 發現す る以前 に 發來す る こ と無 く， Stた 種子骨

發現後 1 〜3 年以 内 に 殆ん ど （94％ ）發來す る．

　2） 身體發 育過程 と初潮 との 關係一
各個人の 初潮 中心
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